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ガイドライン・要領基準等の整備

資料２－１

１） ３次元モデルの表記標準（案）の整備

２） 土木工事数量算出要領（案）の改定

３） CIM導入ガイドライン（案） の改定

（ガイドライン・要領基準改定WG）
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ICT土工
3次元ﾃﾞｰﾀ

報告書
工事書類　等

・土木設計業務等の電子納品要領
・工事完成図書の電子納品等要領

電子納品運用ガイドライン

LandXML1.2に準じた
3次元設計データ交
換標準（案）Ver.1.2お
よび同ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

要領
・

基準

受発注者の役割・作業手順
運用上の留意点　等

【業務・工事成果全体の規定】
電子媒体、フォルダ構成（全体＝第一階層※）、業務・工事管理情報　　※ICONフォルダ含む

データ作成仕様、
ファイル形式、
フォルダ構成（ICONフォ
ルダ以下）、
ファイル命名ルール

CIMの導入目的、活用事例、CIMモデルの定義、詳細度
受発注者の役割・作業手順、運用上の留意点

CIMモデル作成指針・属性情報（例示）※

データ作成仕様、
ファイル形式
フォルダ構成
ファイル命名ルール
（＝電子納品に関する
規定）

データ作成仕様、
ファイル形式、
フォルダ構成、
ファイル命名ルー
ル、
成果品管理情報

・CAD製図基準
・測量成果電子納品要領
・地質・土質調査成果電子
納品要領
・土木設計業務等の電子納
品要領　機械設備編
・工事完成図書の電子納品
等要領　機械設備編

データ作成仕様、
ファイル形式、
フォルダ構成、
ファイル命名ルール
成果品管理情報

図面、測量
地質・土質、機械設備

CIMモデル
（構造物等）

運用
ガイド
ライン

要領・基準に基づき業務・工事を行う上での
解説（補足説明、参考となる情報提供）、作業
手順等

業務・工事実施上の仕様、規定

※CIMモデルの作成については、3次元モデルの作成範囲や付与する属性情報等をガイドライン上で例示し、
活用目的に応じて受発注者で協議するものとし、どの業務・工事でも必ず作成するモデル仕様としては規定し
ない。

（成果品毎の要領・基準）

土木工事数量算出要領
出来形管理・
監督検査要領

数量算出、出来形管理・監
督検査等に関する基準・規
定

CIM導入ガイドライン（案）

・３次元モデル表記
標準(案)
・CIM事業における
成果品作成の手引き
（案）

要領・基準類等の整備対象とその関係
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改定

新設

改定

改定
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ガイドライン・要領基準等の整備

１） ３次元モデルの表記標準（案）の整備

２） 土木工事数量算出要領（案）の改定

３） CIM導入ガイドライン（案） の改定

（ガイドライン・要領基準改定WG）



３次元モデルの表記標準（案）について

構成 工種

共通編

土工編 道路土工、河川土工

構造編
橋梁上部工（鋼橋、PC橋）、下部工

山岳トンネル

河川編 河川構造物（樋門、樋管等）

ダム編 ﾛｯｸﾌｨﾙﾀﾞﾑ、重力式ｺﾝｸﾘｰﾄダム

H29作成

• ２次元図面に記載された寸法、注記や各種情報が含まれ、見読性等の確保が可能なCIMモデルの作
成ルールを策定

• 情報の統合化・一元管理による事業の効率化や設計・施工間での円滑な受け渡し、２次元図面と
CIMモデルの二重納品の解消、契約図書への活用を目指す

H30作成

適用・対象

• 本基準は、詳細設計、発注、施工、完成検査時のCIMモ
デルに適用し、完成後は維持管理段階へ引き渡す

• CIM導入ガイドラインに記載されている構造物を対象。トン
ネル、河川構造物等については、次年度追加

成果物の活用

従前の２次元図面での発注
• 契約図書：２次元図面(PDF)
• 参考図書：２次元CADデータ（SXF）

CIMモデルを活用した発注
• 契約図書：CIMモデル(PDF)＋２次元図面（※）

• 参考図書：CIMモデル（IFC、オリジナル）

（※）現状のソフトウェアでは表現困難な図面（例；位置図、曲線橋の
側面図、等）は、従来の２次元図面を補助的に活用可能

• 作成したCIMモデルを将来的に契約図書へ活用

• 成果物はPDF形式を正とし、契約図書としての見読性、真
正性、保存性を担保

契約図書

契約書

設計図書

共通仕様書

特記仕様書

図面

工事数量総括表

現場説明書

質問回答書 4



３次元モデルの表記標準（案）について

３次元形状

各種情報（寸法,注記,材質・強度,数量等）

工事名:

施設名:

会社名:

作成年月日:

○○○○工事

○○○○橋

○○○○株式会社

○○年○○月○○日

モデル管理情報

３次元形状に寸法、材質・強度、数量等を付与、契約図面として具備すべき情報を担保

必要な情報の表示・確認は、CIMモデルから切り出した２次元図面を活用。従来２次元で作成してい
る部分を切り出せる様設定

 CIMモデルから切り出して表現できない場合等は、従来の２次元図面を補助的に活用可能

5

選択により横断図を表示

CIMモデルから切り出した断面図
の表示例

必要な寸法等は、CIM
モデルから切り出した２
次元図面に表記

土工の例
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ガイドライン・要領基準等の整備

１） ３次元モデルの表記標準（案）の整備

２） 土木工事数量算出要領（案）の改定

３） CIM導入ガイドライン（案） の改定

（ガイドライン・要領基準改定WG）



土木工事数量算出要領（案）の改定

土構造、コンクリート構造及び鋼構造について、算出に必要となる３次元モデ
ルやモデルからの数量算出方法、３次元モデルに対応した「数量算出項目及
び区分」を整理

平成26年度～平成27年度(4月版) 平成28年度(10月版)～平成29年度(4月版)

第1編（共通編）「第1章 基本事項」「1.2 数量計算方
法」

第1編（共通編）「2章 土工」「4章 コンクリート工」など

4.体積の計算
（1）体積の計算は数学公式によるほか、両断面積の平均

数量に距離を乗じる平均断面法により算出する。
（2）上記（1）によることを原則とするが、CIM試行におい

ては、CADソフト等による算出結果について、適宜結果
を確認したうえで適用できるものとする。

4.数量算出方法
第1章に示す方法以外に、3DCADソフト等の機能を用いて

3次元モデルを分割する方法等、標準的な体積計算方法例
を記載

３次元モデルから算出された数量の取り扱いについて、『土木工事数量算出要領（案）』上の記載が不十分

現状の課題

対 応

ソフトウェアの数量算出機能を用いた数量を積算に活用できるよう、基準を改定
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3次元モデルを活用した数量算出（土構造）

点高法（4点平均法）
メッシュ交点の四隅の標高差を

平均する方法

点高法（ 1点法）
メッシュ交点にて標高差を

算出する方法

• 土構造物を、地表面、地層面、現地盤線または施工
基面、計画埋戻し線等を用いて算出

• 土質区分は、ボーリングデータ等に基づく地層断面図を
用いて表現し、１次比例で断面を補完して、断面間を
接続し、土質区分の境界を表現する

土構造の数量算出には、地表面や地層面、掘削面等を重ね合わせた３次元モデルを活用

数量は、各面の標高差分を用いる点高法等により算出

数量算出モデル

• 土構造の工事数量算出には、数量算出根拠を確認で
きる「点高法（四点平均法、一点法）」によることを標
準とする

※ 土構造のサンプルを用いた検証の結果、各手法ならび
に、ソフトウェア間の差異は3σ(約±99.73%以内）

算出方法及び根拠
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３次元モデルを活用した数量算出（コンクリート構造）

 コンクリート構造の数量算出は、以下のように、「体積」を求める場合、「長さ」、「面積」や「個数」を求
める場合と、数量算出不要の場合で3次元モデルの活用方法を区分

Ａ：3次元モデル（ソリッドモデル）を用いて、「体積」を算出する項目（例：コンクリート）

Ｂ：簡易な形状（線、面、点）を用いて、「長さ」「面積」「個数」を算出する項目（例：鉄筋）

Ｃ：注記や属性で必要性の有無を確認（3次元モデルによる数量算出は不要な項目）

（例；均しコンクリート、足場）

なお、上記は、数量算出における3次元モデルの基本的な表現方法を示すもので
あり、必要に応じて「B」や「C」に分類されている項目に「A」や他の表現方法を妨げ
るものではない。

－

－

数量算出モデル 数量算出項目及び区分例
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３次元モデルを活用した数量算出（鋼構造）

鋼構造の数量算出は、以下のように、「質量」を求める場合、「長さ」、「面積」や「個数」を求める場合、
3次元モデルの属性情報から数量を算出する場合で、3次元モデルの活用方法を区分

Ⅰ：3次元モデル（ソリッドモデル）を用いて、「質量」を算出する項目（例：橋体総質量）。ただし、ガセットプレート
やテーパーのあるフランジでグロス質量を求める場合は、属性情報より算出

Ⅱ：簡易な形状（線、面、点）を用いて、「長さ」「面積」「個数」を算出する項目（例：溶接延長、ハンドホール）

Ⅲ：属性情報から、数量を算出（例：架設回数）

なお、上記は、数量算出における3次元モデルの基本的な表現方法を示すものであり、
必要に応じて「Ⅱ」や「Ⅲ」に分類されている項目に「Ⅰ」や他の表現方法を用いること
を妨げるものではない。

グロス質量
（テーパーのあるフランジ）

簡易形状による算出
（ボルト等）

数量算出モデル 数量算出項目及び区分例

10



数量算出項目及び区分の記述

3次元モデルを用いて算出する内容と付与
する属性情報の説明

土構造、コンクリート構造、鋼構造あわせて計58工種を改定

数量算出項目及び区分一覧表

11
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ガイドライン・要領基準等の整備

１） ３次元モデルの表記標準（案）の整備

２） 土木工事数量算出要領（案）の改定

３） CIM導入ガイドライン（案） の改定

（ガイドライン・要領基準改定WG）



ガイドライン等の改定内容

ガイドライン改定内容（案） 概要

①設備関係の拡充

・機械設備におけるCIM試行に向けて、水門設備に係る内容を
整備（機械設備編（素案））

・電気通信設備に関するCIM試行に向けて、箱抜きの点群データ
を例として、データ取得方法及び取得時期、本体工事とのデータ
連携による生産性向上について記載

②地質・土質調査関係の拡充

・ボーリングモデルについて、標準的な構成例を追加

・３次元地盤モデルについて、モデルの作成手順、作成・納品時
の留意事項について追加

③その他

・工場製作におけるデータ連携の検証事例を追加

・ICT舗装工に関する章を追加（要領・基準類改定への対応）

・維持管理段階での活用事例の追加

・属性情報の3次元モデル直接へ付与の範囲拡大

・ガイドラインの構成の変更（事例の分離）
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①設備関係の拡充

機械設備に関するCIM試行に向けて、水門

設備を対象に、CIMモデルの詳細度、設計・

施工段階での作成方法を記載

統
合
モ
デ
ル
に
作
成
さ
れ
た
箱
抜
き

点
群
デ
ー
タ
に
よ
る
箱
抜
き

扉体（ローラーゲート）の作成範囲決定イメージ

（２）「4.8 設備設計・設備工事への活用」を拡充
• 中部地方整備局 佐久間第一トンネル（仮称）にて
点群データの取得、データ利用者である受発注者への
ヒアリングを実施し、その結果を記載

電気通信設備に関するCIM試行に向けて、

箱抜きの点群データを例として、データ取得

方法及び取得時期、本体工事とのデータ連

携による生産性向上について記載

■機械設備編（素案）の策定

■電気通信関係の追加
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②地質・土質調査関係の拡充～ボーリングモデル～

項目 概要

基本
情報

ボーリング名 ボーリング名は、調査現場における一連番号等によって系統的に記入

ボーリング柱状図の種類 土質・岩盤ボーリングの区分を明示

緯度及び経度
緯度及び経度は、原則として世界測地系の度、分、秒で記入。秒については、取得方法及び精
度に応じて、小数点以下4 桁まで記入

角度・方位 角度は、ボーリングの削孔方向の鉛直成分が鉛直線となす角度を記

孔口標高 孔口標高は、測量結果に基づき1/100ｍ単位まで記入（原則T.P.）

総削孔長 総削孔長は、削孔したボーリングの全長を1/100m 単位まで記入

各
地
層

工学的地質区分名 JIS規格に基づき色分けを行う。標準的なカラーコードについては別表を参照

孔内水位 孔内水位は、毎日の作業開始時の孔内水位を記入し、測定月日を併記

Ｎ値 Ｎ値は、試験深度、100mm ごとの打撃回数及び打撃回数／貫入量を記入

…… ……

ボーリング名、孔口標高、総削孔長

深
度 工学的地質区分、

孔内水位、Ｎ値、…

工学的地質区分 カラー

砂岩泥岩互層 カーキ

風化花こう岩 マゼンダ

泥質片岩，黒色片岩 ダークグレイ

シルト シアン

沖積層 オリーブ

盛土 カーキ

B層 ライトイエロー

断層破砕帯 オレンジレッド

【別表（例）】

 ボーリングモデルの構成例を整理することで、地質調査結果の3次元化に向けたルールを整備

ボーリングモデルの構成

15



凡 例

1層

2層

3層

4層(工学基盤)

5層(地震基盤)

ボーリングモデル

ボーリングモデルを

所属するメッシュに

拡張する＝柱状体モデル

地質モデル構築に
十分なデータか？

YES

No

③-1 データクロスチェック

③-3 補間用データ作成

③-2 地質対比

③-4 空間補間処理

③-5 地質モデル構築

妥当なモデルか？

Yes

No

妥当なモデルか？

Yes

No

①モデリング計画

②資料収集・整理と3次元
データ化

④成果品作成

③3次元地質解析

○ 3次元地盤モデル構築フローの例

B-Reps

サーフェスモデル

ボクセルモデル 柱状体モデル

②地質・土質調査関係の拡充～３次元地盤モデル～

ソリッドモデル

 ３次元地盤モデルについて、モデルの作成手順、作成・納品時の留意事項等について追加

 解析に至った目的や用途に相応した精度を確保するため、必要な調査手法及び調査数量を十分に講じたうえで、
モデルを作成することを明記。また、モデル活用時の留意事項を明記

• ３次元地盤モデルは、柱状図、地質平面図、地質断面図等を３次元空間に配置したも
のに、ボーリング調査結果等を基に様々な情報を地質学的な解釈を加えて作成されたもの
であるが、不確実性を含むことに留意

• 元データの精度やモデル構築条件を属性情報や報告書等で信頼性を把握した上で利用

• 地質土質技術者がモデル作成を実施する 等
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○ モデル活用に当たっての留意事項

○ ３次元地盤モデル



③-1 工場製作におけるデータ連携

 鋼橋の設計・施工において、設計段階から引き継ぐことで工場製作の際に有益な情報の整理、及び
データ連携による製作作業の効率化の検証結果を追加

データ連携による作業の削減効果
（3主桁連続少数鈑桁橋）

原寸作業全体

詳細設計 工場製作

自動原寸システム

原寸入力データ自動設計システム

【設計情報】
・線形座標
・キャンバー・桁高
・部材寸法
・添接形状ほか

【製作情報】
・溶接収縮量・加工方法ほか

・基本寸法資料
・加工資料
・組立資料ほか

CIMモデル

【設計情報】
・線形座標
・キャンバー・桁高
・部材寸法
・添接形状ほか

設計情報属性ファイル

3次元製作モデル

3次元完成モデル

入力作業及び
入力データチェック 作業項目

※主構造と付属物の本体付き金具まで
削減率
(%)

入力作業及び入力データチェック 47

原寸作業全体 7

入力項目 データ連携する数値情報

基本形状 ・線形座標、横断線、製作キャンバ一、継手位置、垂直・水平補剛材位置

主桁
・フランジおよびウェブの断面寸法、材質、拡幅部形状
・支点上補剛材、垂直補剛材および水平補剛材の幅、板厚、材質、各部詳細
・フランジおよび、ウェブの添接板形状、ボルト配置

横桁
・横桁の断面寸法、材質、仕口詳細
・垂直補剛材および水平補剛材の幅、板厚、材質、各部詳細
・フランジおよびウェブの添接板形状、ボルト配置

少数鈑桁橋の工場製作時に有益となる設計情報

データ連携による作業の効率化の検証
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③-2 ICT舗装工に関する基準類改定への対応

 ICT活用工事（舗装工）に関する要領基準類改定へ対応するため、ICT活用工事（舗装工）に
関する章を追加

 ICT活用工事(土工)に関する要領基準類改定への対応（土木数量算出要領（案）の改定対応
含む）

測量　地質・土質 調査設計 維持管理
測量

（UAV等を用いた公共測量）

3次元設計
データの作

成

設計
（土工の3次元設計）

貸与品確認
3次元設計デー

タ活用
（出来形管理

等）

受注者側

維持管理

3次元施工管理デ
ータの作成・納品

UAV等を用いた公共測
量による3次元点群デー

タの作成

発注者側
発注・貸与

成果受領
・管理

成果受領
・管理

貸与品
確認

2.1.3および
共通編2

発注・貸与
3次元設計デ
ータ活用
（監督検査）

2.3.1

2.3.11

2.3.14

2.3.11

成果受領
・管理

2.1.1

発注・貸与

2.2.1

2.2.5

3次元設計デー
タ作成・更新

2.3.8

2.1.1 対応するガイドライン上の見出し番号

事前協議

2.1.2
納品・検査

2.1.4
事前協議 納品・検査

2.2.2 2.2.8
事前協議

2.3.5
納品・検査

2.3.15

2.2.3
2.3.4

3次元起
工測量デ
ータ作成

2.3.7

3次元
モデル

統合・更新

3次元ﾓﾃﾞﾙ活用
（点検・補修、

被災時の確認等）

2.5.1 2.5.2

3次元モデル
活用

2.5.2

2.3.32.2.2

貸与品確認
3次元設計デー

タ活用
（出来形管理

等）

3次元施工管理デ
ータの作成・納品

発注・貸与
3次元設計デ
ータ活用
（監督検査）

2.4.1

2.4.11

2.4.14

2.4.8

成果受領
・管理

3次元設計デー
タ作成・更新

2.4.8

事前協議

2.4.5
納品・検査

2.4.15

2.4.4

3次元起
工測量デ
ータ作成

2.4.6

2.4.3

維持管理
施工

（ICT活用工事（土工）） 維持管理
施工

（ICT活用工事（舗装工））

情報共有

2.2.4

情報共有

2.3.6

情報共有

2.4.6

追加

「施工（ICT活用工事（舗装工））」章の追加ICT活用工事（舗装工）

■ICT活用施工（舗装工）への対応内容
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③-3 維持管理段階での活用の拡充例（ダム編）

・維持管理時の点検・検査に関する概要とCIMモデルの活用事例について追加

【記載内容】
・ダム維持管理の概要、CIMモデルの留意点
・日常管理・定期検査・ダム総合点検でのCIMモデル活用例

調査 設計 工事 管理

・ダム位置図 ○ ◎ 3次元（広域地形）
・ダム計画諸元 ○ ◎
・ダム四面図(平面図、標準断面図、上流面図、下流面図) ○ ◎ 3次元＋リンク
・地形地質概要 ○ ○ ◎
・ダムの計画、建設、管理の経緯(年表形式に整理) ○ ○ ○ ◎
・計画概要(特徴、留意点) ○ ◎
・設計概要(特徴、留意点) ○ ◎
・施工概要(特徴、留意点) ○ ◎
・管理概要 ○ ○ ◎
・巡視点検方法、頻度 ○ ○ ◎
・ダム計測装置配置図及び計測方法と計測頻度等 ○ ◎ ◎ 3次元＋リンク

流域概要図 ○ ◎ 3次元（広域地形）
堤体観測機器系統図 ○ ◎ ◎ 3次元＋リンク
管理設備一覧表 ○ ◎ ◎
その他 ◎ ◎
操作規則 ○ ◎ ◎
操作細則 ○ ◎ ◎
操作実施要領 ○ ◎ ◎
点検整備基準 ○ ◎ ◎
貯水池水位容量曲線 ○ ○ ◎ ◎
ゲート操作曲線 ○ ◎ ◎
貯水池水位予備放流開始時流入量関係図 ○ ◎
ゲート設計計算書 ○ ◎ ◎
堆砂記録 ◎ 3次元（距離標）＋リンク

その他
ダム竣工図 ◎ 3次元＋リンク
各施設取り扱い説明書 ◎ ◎
貯水池計画 ○ ◎
ダム計画諸元 ○ ◎ ◎
その他 ○ ◎ ◎
ダムサイト地質図(平面、断面) ○ ◎ ◎ 2.5次元＋リンク
岩級区分図 ○ ◎ ◎ 2.5次元＋リンク
ダム基礎等の掘削面図(地質・岩級) ○ ◎ 2.5次元＋リンク
調査ボーリングの記録 ○ ◎ ◎
ルジオンマップ ○ ◎ ◎ 2.5次元＋リンク
原位置せん断・変形試験 ○ ◎ ◎
その他
貯水池周辺地質図 ○ ◎ ◎
その他・地すべり関係 ○ ◎ ◎ 2.5次元＋リンク
ダム本体(ダム安定計算書、構造計算書等) ○ ◎ ◎ ◎
放流設備(水理計算書等) ○ ◎ ◎
基礎処理計画 ○ ◎ ◎
計測装置計画 ○ ◎ ◎
地形図1/500～1/5,000 ○ ◎ ◎ ◎
下流河道(減勢工直下) ○ ◎ ◎
耐震性能照査報告書 ◎ ◎ ◎
その他
特記仕様書 ◎
堤体打設実績 ◎
コンクリート配合及び品質管理報告書 ◎
グラウチング実施報告書 ◎
全体工事報告書及び記録写真 ◎
試験湛水報告書 ◎
その他

①出水記録 ○ ○ ○ ◎
②ゲート操作記録 ○ ◎
③管理日報 ○ ◎
④管理月報 ○ ◎
⑤放流点検整備記録 ○ ◎
⑥施設点検整備記録 ○ ◎
⑦臨時点検記録 ○ ◎
⑧堤体巡視記録 ○ ◎
⑨漏水量 ○ ◎
⑩揚圧力 ○ ◎
⑪間隙水圧 ○ ◎
⑫岩盤変位 ○ ◎
⑬地震 ○ ◎
⑭水平及び鉛直変位 ○ ◎
⑮温度 ○ ◎
⑯応力 ○ ◎
⑰ひずみ ○ ◎
⑱水質 ○ ◎
⑲浸潤線 ○ ◎
⑳堆砂 ◎ 3次元（距離標）＋リンク

21定期検査記録 ◎
22管理段階移行検討書 ◎
23補修記録 ○ ◎
24ダム総合点検資料 ◎
25その他 ◎

様式及び区分 資料名
事業段階 ＣＩＭモデルへの

活用例

施工関係

【様式A1】:基礎資料

【様式A2-1】:資料の収集及び整理状況確認

図表

ダム操作資料

参考図書 全般

一般的事項

地質調査関係

ダムサイト及び周辺

設計関係

【様式A2-2】:ダム管理等の記録

各事業段階におけるダム総合点検に必要な各
種資料とCIMモデルへの活用状況例

ダムの維持管理（日常点検、定期点検、ダム総合点検）

九州地整ダムCIM検討イメージ

■維持管理時の点検・検査
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③－4 属性情報の3次元モデル直接へ付与の範囲拡大

 IFC形式のCIMモデルにおける属性情報の保存方法について、「3次元モデルに直接付与する属性情
報」及び「3次元モデルから外部参照する属性情報」の双方の保存方法が可能となることを記載

①3次元モデル ②3次元モデルに直接付与する属性情報

CIM(3次元モデル+属性情報）

③3次元モデルから外部参照する属性情報

①3次元モデル ②3次元モデルに直接付与する属性情報

CIM(3次元モデル+属性情報）

③3次元モデルから外部参照する属性情報

IFC利用に伴う属性情報保存方法の制限 IFC利用に伴う属性情報保存方法の制限が緩和（※）

オリジナルファイルでのみ
対応可能

（※）ソフトウェアの対応状況による

■属性情報の保存方法
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【これまで】

属性情報を直接付与する場合、オリジナル形式でのみ対
応が可能

【H30年度以降】

オリジナル形式だけでなく、IFC形式のモデルにおいても直接
付与が可能



③-5 ガイドラインの構成検討（事例集の分離）

名称 公開元 概要 URL 

i-Construction 

の取組状況 

（CIM事例集） 

国土交通省 国土交通省の CIMによる業務
効率化について実態把握を行
うとともに地方公共団体への
広報等を行うことを目的とし
て、H28年度及び H29年度の
事例集としてとりまとめたも
の。 

（公開予定） 

 

2017施工 CIM事
例集 

（一財）日本
建設業連合会 
インフラ再生
委員会 技術
部会 

日建連会員企業が受注した各
種工事において、3次元モデ
ルを活用した「施工 CIM」の
事例をとりまとめたものであ
る。 

http://www.nikkenren.com/pub

lication/detail.html?ci=260 

2016施工 CIM事
例集 

http://www.nikkenren.com/pub

lication/detail.html?ci=239 

2015施工 CIM事
例集 

http://www.nikkenren.com/pub

lication/detail.html?ci=216 

CIMを学ぶ 
熊本大学・
（一財）日本
建設情報総合
センター 

（一財）日本建設情報総合セ
ンターの⾃主研究事業の一環
として、熊本大学大学院 小
林 一郎 特任教授の研究成
果を中⼼として取りまとめた
もの。 

http://www.cals.jacic.or.jp/CIM

/jinzai/index.html 

CIMを学ぶⅡ 

CIMを学ぶⅢ 

 

29年度版ページ数 30年度版ページ数 備 考

共通 97 121 地質・土質関係の拡充

土工 167 193 ICT活用工事（舗装）の章を追加

河川 90 87 事例集の分離、維持管理段階での活用を拡充

ダム 88 95 事例集の分離、維持管理の概要と活用例の追加

橋梁 102 99 事例集の分離、工場製作におけるデータ連」を拡充

トンネル 57 59 事例集の分離、設備の拡充

機械設備 - 32 新規策定

7編合計 601 686

(参考)ガイドラインの構成・分量の変化

■H29版「CIMの効果的な活用方法」 ■H30版の「CIMの効果的な活用方法」

• 各分野編の「CIMの効果的な活用方法」章にて紹介している本文中の事例を削除し、インターネット
で公開されている事例のURLへ置き換え
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